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1  1ま  し  め  rこ

被覆肥料に代表される緩効性肥料は,追肥の省略が可能

で施肥効率も高いことから,近年利用量が増大しているが,

高価であることや被覆資材が残留する等の欠点も指摘され

ている。そこで,比較的安価で,被覆資材の残留の恐れが

少ない硫黄被覆肥料を取り上げ,その溶出特性と野菜への

肥効を被覆尿素と比較検討した。

2試 験 方 法

試験 1 硫黄被覆肥料の溶出特性調査 (埋設N溶出試験)
0)供試肥料
1)硫黄被覆肥料
H30(N成分10%50%溶出に35週.80%に 10週・)
L30(  ″      ″  5週, ″ 11週・)
・25℃畑状態。メーカー資料による。

2)被覆尿素 LP40,LP70,LP100,LP140
0 調査方法 試料を上壌 (厚層腐植質黒ボク土作土)
とともにナイロン製網袋に入れ,深さ10側の位置に埋設し,

表 1 試験区の構成 (1991,1992,ス イートコーン :

品種ピーターコーン)

耕 種 概 要

黒マルチ被覆を行った。経時的に取り出し硫酸―過酸化水

素分解法にて残存窒素量を求め,溶出率を算定した。硫黄

被覆肥料は 5連で,被覆に要素は 2連で行った。

試料 2 異なる被覆肥料施用による生育収量調査
(1)供試作物

1)ス イートコーン (ピーターコーン1991,19922かつ
2)ニ ンニク (福地ホワイト)― キャベツα R青諸う迦晴
0)試験区の構成 表 1,2の通り。

3 試験結果及び考察

試験 1 硫黄被覆肥料の溶出特性調査 (埋設N溶出試験)
H30は LP70よ り初期のN溶出は速いものの,そ の後の

N溶出が遅く,95日 目のN溶出率は 1,P100と 同等であっ

た。L30も 初期のN溶出はLP140よ り速 く,95日 目では

LP140と 同等であった (図 1)。 このことから,H30は LP
の70～ 100日 タイプにスターターを加えた程度のN溶出特

性を,ま た,L30は LPの 140日 タイプにスターターを加

えた程度のN溶出特性をもつことが推察された。

埋 設 日 数

図 1 窒素溶出率推移
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表 2 試験区の構成 (1991～ 1992,ニ ンニク (福地ホワイト)
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注 ニンニク,キ ャベツは同一ほ場で栽培した。Mが同じ区は場所・資材も同一として連用の影響を調査した。
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試験 2 異なる被覆肥料施用による生育収量調査
(1)ス イートコーン

両年次ともに硫黄被覆肥料施用区は慣行並みの収量・ N
IIn収量が得られた (表 3)。 層位別の SO`― S(土水比 :

1対 5抽出)はやや硫黄被覆肥料区で高かったが (データ

省略),土壌 pH(H20)を低下させるほどではなかった
(図 2)。

表3 異なる被覆肥料施用によるスイートコーンの収
量調査 (1991,1992)

H30,L30と もに溶出速度が遅すぎるものと思われた。ニ

ンニクーキャベッと2作硫黄被覆肥料を連用したが,土壌
pH(H,0)の顕著な低下はなかった (データ省略)。

表4 異なる被覆肥料施用によるニンニク,キ ャベッ
の収量調査
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図2 土壌の硝酸態窒素含有量とpH(H20)と の関係
(1992,7,6 スイートコーン)

(2)ニ ンニクーキャベッ
ニンニクの総収量はH30,L30と もに慣行並みであった

が (表 4),H30は N吸収量が低かった。 これは,H30の
春先のN溶脱量が多かったためと思われた (データ省略)。

基肥を減肥して追肥を行った,H30追肥区の収量が低かっ

たことと考え合わせると,ニ ンニクような生育期間が長い

ものについてはH30の溶出速度は速すぎたものと思われた。

キャベツについてはH30,L30と もにN吸収量は慣行区

並みであったものの,収量は劣った (表 4)。 収穫跡地で

の N03-Nの残存量も明らかに硫黄被覆肥料区で高 く
(図 3),キ ャベツのような在圃期間の短いものについては

-lL-30減 肥 ●:LP-70▲ :慣行

図 3 層位別の土壌中 N03-Nの 推移 (1992,キ ャベツ)

4ま と め

溶出速度の異なる硫黄被覆肥料,H30,L30の 2タ イプ

を供試して,溶出速度と野菜への肥効,土壌へ与える影響

を調査した。マルチ栽培のスイートコーンでは両タイプと

もに適用可能で,減肥も可能であった。また,ニ ンニクで

は溶出速度の遅いL30が適しており,ほぼ被覆尿素並みの

肥効が得られた。在圃期間の短いキャベッにはどちらも溶

出速度が遅すぎて適用は難 しいと思われた。土壌中への

SO`― S残存量はやや高いものの,土壌の pH(H20)に
影響を及ぼすほどではなかった。
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